
2016 年９月	 ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）議事録要旨	

	 作成：ＪＧＧＡ	

日時	 ９月１５日（木）１０時～１２時	

場所	 ゴルフダイジェスト社	 会議室	

出席	 23 名	

ＪＧＧＡ・ＮＧＫ・ＪＧＪＡ・有識者	 	 	

	 	 	 ＰＧＡ・経済産業省・スポーツ庁・GMAC 後援企画企業	

【議	 事】	

◆開催に先立ち、新規出席者（スポーツ庁・楽天）の紹介並びに挨拶があった。	

	

１．開会挨拶（馬場委員長）	

大体連との連携として８月に「Ｇちゃれ」が開催され、課題も発見されて解決しながら次

の展開に繋げていくことが必要であるが、受講学生の感想は、ゴルフ継続意欲が高まるとの

ポジティブな意見が大半であり、着実に進める価値を改めて感じた。年内には、関西でも開

催予定で、より良い変化が現れるのではと思う。良いスタートを切っているので、是非ご協

力をお願する。	

JGGA の各支部(東京・名古屋・大阪)でペア・スクランブルゴルフ大会が開催され、名古屋

80 組 160 名、東京・大阪もそれぞれ 50 組 100 名と募集人員を増やしての開催となった。参

加者からは、大変楽しかったという感想もあり、4 名の競技よりもペアの方が参加し易く女

性の参加率が飛躍的に上がるという結果になった。こうした新しいゴルフ競技が一般に定着

するようにするのも我々の仕事と改めて思っている。	

実施しなければならない課題は、まだ多く新しい提案を出してもらえればと思います。	

	

（１）「大学のゴルフ授業」の充実を目指した産学連携について（北委員）	

① 5・6 回「Ｇちゃれ」の開催について	
	 2016年度は試験的試行という位置づけで行っている。後期は第 5回 2017年 1月 18日(水)、

第 6 回 1 月 19 日（木）に GMG 八王子ゴルフ場で開催する。学生負担額：1,080 円（昼食込み）	

8 月の実施により判明した課題（プラスティックボールから、広いゴルフ場でコースボー

ルを打つことの難しさ)を克服するため、練習とコースの見学を兼ねた「中間 G ちゃれ」を行

う予定。	

②関西「Ｇちゃれ」の開催について	

	 2016 年 12 月 26 日（月)に有馬カンツリークラブ（兵庫）において、主に武庫川女子大学

の学生を対象に「武庫女Ｇちゃれ」を開催する。関西の大学の先生方にも、声を掛ける予定

で有る。	

③ その他大体連での活動報告	
＊大学のゴルフ授業で使用しているゴルフクラブの安全性に関し、JGGA の協力を受けての	

チェックリストを作成し、進めている。	

（耐用年数を経過したクラブに対しての安全性の確保を諮る）	

＊大学ゴルフ授業研究会の世話人は、5 名増加の 37 名である。今後、2 名の参画が予定さ	

れている。	

＊大学ゴルフ授業研究会が 4 周年となり、ウェブサイトのリニューアルも行うこととなっ

た。	

	 ＊授業向けの教材を PGA、GD 社と共同開発している。	



＊第５,６回「Ｇちゃれ」を実施後、「Ｇちゃれ」に関するモデル(八王子モデル)を発表し、	

大体連全国研修会で披露する予定。	

＊武蔵野美大では特別講師枠を 4 名に拡大する。	

＊2017 年は、目白大学が集中授業としてゴルフ授業を新設する予定である。	

④ＪＧＧＡから大体連へのクラブ提供の報告	

	 8 月初旬までに 18 大学へ約 360 本のクラブ提供を行った。その後、追加の要望に備えるべ

く会員のクラブメーカーに提供をお願いし、現状は約 1,300 本程度の在庫である。	

◇武蔵美の特別講師で有る PGA 井上講師の講義が、11/8 に有る予定。	

◇明年 1 月までの 2 ケ月を有効に活用できるよう、近隣やゴルマジ参画ゴルフ練習場を紹介

するのはどうかとの提案があり、情報交換することとした。	

（２）新たなゴルフ市場活性化策の提案	

	 	 	 「ミスキャンパスによるゴルフ普及」提案は、若年層への遡及で有効な手段であると

考え、ゴルフ関連企業との橋渡しをする形で連携を模索する。組織・費用等の情報を提

供して頂きたい旨の要請を行っている。	 	 	 	

（３）ゴルフ関連企業からのゴルフ活性化策の実施状況報告と提案	

①「ＰＧＡゴルフ市場活性化策」	 	

「ＰＧＡゴルフデビュープログラム」は、６月から稼働開始したが、当初の予想を下

回る状況である。	

原因分析を行い、内容の見直しと金額を下げ、2 分割での申込みも受けることとした。	

◇関西の桜ノ宮ゴルフクラブは会報誌にこのプログラムの内容を掲載し会員に送付し	 	

ている。	

	 	 ◇以上の報告に対し、既設スクールとの調整、受講料の設定、広報活動面等について、

意見交換が行われた。	

	 	 ②「ゴルマジ！」現状	 	 リクルートライフスタイル	

第 3 期の状況：会員登録数	5,377 名	 対象年代のみ	1,875 名（男性 81%、女性 19%）	

	 	 	 	 	 	 	 クーポン発行数	 15,623 回（ゴルフ場 1,211、練習場 14,412）	

	 	 	 	 	 	 	 施設数	 ゴルフ場 158 コース、練習場 240、	

対象年齢を拡大したため、前年同期比５割以上の増であるが、8 月「お湯マジ」、

10 月「雪マジ」もスタートするため、相乗効果が出てくるのではと期待している。	

	 		③「楽ゴル」現状	 	 楽天	

	 	 	 	 楽ゴルプラン公開コースは 165 コース、利用は真夏でもあり 1,277 名と前月より減

少した。	

	 	 	 	 練習場クーポンの参画施設は 340 施設	 利用は 302 件。	 7 月に LINE から楽天クー

ポンに変更。3000 円クーポンの利用 345 件、送客人数は 1,043 名	 38 都道府県で利

用されている。	

	 	 ◇予約者はクーポンを使えるが、20 歳代であっても同伴者は 3000 円クーポンの使用は

不可。	

	 	 ◇次回から利用者の人数や利用件数について、累計の数字も入れて欲しい旨が伝えられ

了解された。	

（４）ホームページ運営について	

	 「ＧＭＡＣ広報部の設置について」及び「GMACHP への各団体からの情報掲載に関する基本

的考え方」の纏めを配布伏した。	



	 ◇ＨＰの主たるターゲット先はＧＭＡＣ参加の団体や企業なのか、一般ゴルファーなのか

との質問があり、今回リニューアルするにあたり一般ゴルファーまで拡大している。一

般のユーザーの声を聴き、活動に活かしていこうと言う考え方である。	

（５）ＧＭＡＣ組織について	

	 	 	 現状のＧＭＡＣの組織は、構成 6 団体で委員が 20 名、有識者が 8 名、顧問 1 名の合計

28 名である。更にプラスして経済産業省、スポーツ庁、ＰＧＡ(オブザーバー)、ゴルフ

関連企業として 4 社が参画している。	

	 	 	 今後のテーマとして、議論が効率的に行われ、迅速な結論を出すためには分科会と言	

う方法もあるため、検討することとした。	

	 	 	 ◇もう一度「始めよう・続けよう・もっとゴルフを」のスローガンに戻り、企画部会

等の活動をもっと強める必要がある。今は、「始めよう」については多くの取り組

みが実行されているが、	 	 	 スローガンに戻って活動を整理しＨＰでもアピール

していけばインパクトは大きい。	

	 	 	 ◇市場を見ていても、競技志向から楽しいゴルフ志向に変わってきている。高齢化が

進む中で底辺拡大の方向に競技団体も一緒になって取り組むことが出来ないか等の

模索も必要。	

	 	 	 ◇委員が参画し、色々な意見を述べて全体会合に活かされるというような活動ができ

るようにすることが必要である。	

	 （６）各団体からの報告事項	

＊ＪＧＧＡ	 10 月 18 日に茨木ゴルフ倶楽部でインダストリカップゴルフ大会が開催さ	

れる。	

	 	 ＊ＮＧＫ	 	ＰＧＡのプログラムの内容をＧＭＡＣホームページに掲載するため、アクセ

ス可能となるようにバナーを提供してもらいたい旨の要請をＰＧＡに行っ

た。	

＊ＪＧＪＡ	 9 月 4 日にＪＧＪＡ主催のコンペを越谷ゴルフクラブで開催し、バーベキ	

ューも含めて他のゴルフ場と違うを体験して自分たちの情報とした。	

	 （７）日本ゴルフサミット会議関連	

	 	 ①2016 年第 3 回サミット会議：11 月 15 日(火)	 13 時 30 分	 	

（於）世界貿易センタービル	

	 	 ②第 2 回「全日本ゴルフ振興会議」：10 月 18 日（火）	 17 時	 	

（於）衆議院議員会館	

（８）委員会の開催日程について	

10 月 25 日（火）10 時～12 時	 於）ゴルフダイジェスト社	

11 月 21 日（月）10 時～12 時	 於）ゴルフダイジェスト社	

12月 15日（木）15時～17時	 於）八王子スカイホテル	  
12月 16日（金）懇親ゴルフプレー	 於）八王子カントリークラブ 

2017年 1月 20日（金）10 時～12 時	 於）ゴルフダイジェスト社	
	 	 	

最後に手塚副委員長より 10 月 4 日に帯広で芝草学会の講演をすることになった。	

その中でゴルフ市場の現状と活性化策という事で話をする。ついては大学授業、ゴルマジ、

楽ゴルなどの資料を使わして貰いたいし、ＨＰに掲載することについても了解を貰いたい。

各担当は了解となった。	  
	 以上	 	 	


